
平成31(2019)年度研究拠点形成事業実施報告書 様式７
１．⽇本側参加研究者の体制

30 年度 5
年間

（1年未満は
切上げ）

③事業の型
(AまたはBを記⼊) A

教授級
以上

⼤学院⽣
⼿引2−4記載の

参加資格のない者 合計

6 8 1 31
9 28 1 66
15 36 2 97

⽇本側参加者として⼀体的な協⼒体制を
確保する⽅法

0
6
14

0
0

研究交流での役割

データ解析

データ解析

KAGRAにおける外部雑⾳特性解析を機械学習的⼿法により⾏う研究
を主に韓国グループと共同で⾏う。

テンプレートを⽤いない重⼒波データ解析⼿法として，Hilbert-
Huang Transformなどを⽤いた，新たな解析⼿法の開発を、主に中
国グループと共同で⾏う。

該当なし

第三国所属の研究者
（内数）

拠点機関

協⼒機関・協⼒研究者

⑧⼿引2−4記載の参加資格のない者の内訳（適宜、⾏を加除。該当ない場合は「該当なし」と記⼊すること。）

⑨「第三国所属の研究者」内訳 (平成31年度以降の採択課題は５名迄。適宜、⾏を加除し、該当ない場合は「該当なし」と
記⼊すること。）

東京⼤学宇宙線研究
所・⼤学院外国⼈研究
⽣（私費留学⽣）

新潟⼤学研究⽣

所属機関所在国・
所属・職

専⾨分野 ⽇本側拠点機関へのメリット

所属・職 専⾨分野

⑥⽇本側協⼒機関名（和⽂）（適宜、⾏を加除し、該当ない場合は「該当なし」と記⼊すること。）

東京⼤学⼤学院理学系研究科物理学専攻
東京⼤学地震研究所
⼤学共同利⽤機関法⼈⾼エネルギー加速器研究機構
⼤学共同利⽤機関法⼈⾃然科学研究機構国⽴天⽂台
⼤阪市⽴⼤学
新潟⼤学
東京⼯業⼤学
富⼭⼤学
福岡⼤学
JAXA宇宙科学研究所

8

30
22

8

ポスドク等
若⼿研究者

⑦参加研究者数内訳
（重複カウントしないこと）

助教・
准教授等

合計

①採択年度（和暦）
②採択期間
（通常A型は5年
間、B型は3年間） 型

東京⼤学 宇宙線研究所

宇宙線研究所・准教授・三代⽊伸⼆

④⽇本側拠点機関名（和⽂）

⑤コーディネーター部局名・
職名・⽒名（和⽂）

1⽇本側


































